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概要

























































理論に基づいて Crumbaugh,J. C.らによ って考案さ
れた「人生の意味・目的意識」及び「実存的空虚」を


































































学 年 平均得点 土標準偏差
1年次生 (n= 81人） 96.37士12.67
2年次生 (n= 81人） 96.83士15.73
3年次生 (n= 45人） 100 06士13.23
全 体 (n=207人） 97.35土14.07
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表 2 年齢別 PIL-A得点の判別基準による分類
イ段得点者群 中得点者群 高得点者群
学 年 20-79点 80-109点 ll0-140点
1年次生 (n= 81人） 4 (5 %) 67 (83%) 10 (12%) 
2年次生 (n= 81人） 14 (17%) 49 (60%) 18 (22%) 
3年次生 (n= 45人） 4 (9 %) 30 (66%) 1 (14%) 




























































































28 新 見 明 子
表 3 PIL-B 「死生観」の学年別得点
各 側 面
学 年
感 情 認 知 評 価 行 動
死 生 観
1 平均得点 士標準偏差 1.57士1.36 5.02士0.95 3.50士1.00 3.50士141 3 35士1.95 
年 (n＝表出数） (n = 47) (n = 48) (n = 4) (n = 8) (n = 77) 
2 平均得点土標準偏差 1.80土1.36 4.68土0.91 4.00土1.41 3.57士1.51 3.40士1.75 
年 (n＝表出数） (n = 41) (n = 47) (n = 4) (n = 7) (n = 78) 
3 平均得点 士標準偏差 2.00士1.91 4 75土0.96 3.40土2.07 3.40土0.54 3 69土175 
年 (n＝表出数） (n = 13) (n = 28) (n = 5) (n = 5) (n = 42) 
全 平均得点 士標準偏差 1. 72士1.43 4.82士0.94 3 61士1.50 3.50士1.23 3.44士1.83
体 (1＝表出数） (n = 101) (n = 123) (n = 13) (n = 20) (n = 197) 
表 4 PIL-B 「病気・苦悩観」の学年別得点
各 側 面
A 子 年
感 情 認 知 評 価 行 動
病気 ・苦悩観
1 平均得点 土標準偏差 1 84土1.12 4.44士102 3.16士1.31 5.08土1.16 3.30士1.56
年 (n＝表出数） (n = 45) (n = 34) (n = 31) (n = 12) (n = 68) 
2 平均得点 士標準偏差 2.13士1.16 4 50士0.82 2.94土128 4.85士1.16 3.29土140 
年 (n＝表出数） (n = 51) (n = 34) (n = 37) (n = 14) (n = 78) 
3 平均得点土標準偏差 2.23土1.30 4.94土0.87 3.05土0.99 5.62土0.51 3.54土1.65
年 (n＝表出数） (1 = 21) (n = 18) (n = 18) (n = 8) (n = 43) 
全 平均得点 土標準偏差 2 04土1.17 4.56土0.92 3.04士1.23 5.11土1.06 3.35土1.51
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